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概要 

 高齢者の健康寿命の伸びに伴い、高齢者学習の機会も増えている。しかし、若い世代と異な

る学習ニーズや身体的特性を持つ高齢者に対し、若い世代に有効とされる教育方法が適切かは

明らかでない。例えば、高齢者は学習に際し、学習そのものを楽しむことを重要視することが

知られている。また、視力や聴力の衰えは一部の視聴覚教材の使用に制限を課すことにもつな

がる。そこで本研究では、天文学の学習を例に、高齢者の身体的特徴と天文学学習との関係を

概観するとともに、高齢者にとって好ましい学習方法に関する調査の一例を紹介する。これら

を通じ、高齢者向け天文教育方法のあり方について問題提起を行う。小規模の調査からは、高

齢の学習者は講義や簡単な実験などの学習方法を好み、プラネタリウムや ICT 利用、コミュニ

ケーションを通じての学習などは好まない傾向が見られた。高齢者の学習満足度向上には、教

育方法を高齢者のニーズに合わせることも重要と考えられる。 
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Abstract 

As the healthy life expectancy of the elderly generations increases, opportunities 

for learning among the elderly citizens are also increasing. However, it is not clear whether 

educational strategies that are considered effective for younger generations are appropriate 

for the elderly, who have different learning needs and physical conditions. For example, it 

is known that the elderly consider the enjoyment of learning to be important when they 

learn. Declining vision and hearing can also limit the use of audiovisual materials. In this 

study, we review the relationship between the physical conditions of the elderly and 

astronomy learning and present an example of a survey on preferred learning strategies for 

the elderly. Through them, we will raise the issue of astronomy education methodology for 

elderly citizens. The survey showed that the elderly learners tended to prefer learning 

methods such as lectures and simple experiments, and did not prefer planetariums, ICT, 

and so on. To improve learning satisfaction among elderly learners, it is considered 

important to adapt educational methods to their needs. 

 

Keywords: lifelong education, elderly learning, science education, learning motivation, 

learning materials 
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1. はじめに 

日本をはじめとする先進国では、健康寿命

の伸びとともに、高齢者の学習ニーズが急速

に高まっている。高齢者に教育の場を提供す

ることは、高齢者の孤立を防ぐという社会福

祉的意義があるほか、高齢者に生きがいを持

ってもらい更なる成長を促すという老年教育

学の観点からも重要である[1]。旧来、高齢者

教育は身体的な衰えや経済的な減退に対処し、

高齢者同士の「つながり」を構築することに

重点が置かれてきた[2,3]。しかし、健康意識

の高まりや医学の発展のため、近年では退職

後も健康を維持し、学習意欲も旺盛な高齢者

が増えている。彼らにとっては、退職後に得

た自由時間は自己実現に充てられ、余暇から

知的好奇心の充足まで、様々な形での学習活

動が行われる時期となっている[4,5,6]。 

 高齢化が進むとともに、高齢者教育・高齢

者学習に関する研究も進んできた。この中で、

高齢者の学習と若い世代の学習の違いが認識

されてきている[6,7]。しかし、天文学などの

自然科学に特化した高齢者の生涯学習に関す

る研究は少ない。とくに天文学はプラネタリ

ウム投影や観望会の利用など、学習者の理解

を助ける手法が多岐にわたり、ICT 利用にお

いても優れた実践がなされている分野でもあ

る[8,9,10,11,12]。学校教育をはじめとする若

年層に対して有効であった天文学の教育手法

が、高齢者に対しても有効であるか否かは検

討が必要であろう。 

本研究では、若年層とは異なる高齢者の学

習ニーズや身体的特性に関して概観するとと

もに、高齢者に対して適した天文教育手法を

高齢者の指向を踏まえて検討する。天文学が

高齢者学習に貢献していく上で、高齢者のニ

ーズや好ましい学習方法を把握し、天文学の

魅力や特性を生かした学習／教育プログラム

を構築することが必要ではないだろうか。 

 

2. 高齢者を対象とする天文教育 

 世界保健機関（WHO）では高齢者を 65 歳

以上と定義しているが、平均寿命や健康寿命

は国により大きく異なる。また医療の発達と

ともに 65 歳以上でも健康を維持し、活動的

である方も増えており、高齢者のイメージも

変化している。日本では 2024 年現在 70 歳以

上の運転免許更新時に高齢者講習が義務付け

られている。従って 70 歳程度に身体的な衰

えが一般的となるものと考えられる。年齢に

より高齢者を定義することは難しく、多くの

議論があることには注意が必要である[13]。

本稿では高齢者を厳格に定義することなく、

概ねフルタイムの仕事をリタイアした 60 歳

以上の方々を念頭に置いて議論を行う。 

 

2.1 高齢者の学習動機 

高齢者に学習の場を提供するにあたり、高

齢者学習は、より若い世代の学習とは目的が

異なることに留意する必要がある。より若い

世代の学習は社会に出てからの基盤形成の準

備、趣味や余暇活動における技能習得、ある

いは職場での研修や資格取得のためなど、学

習を行うことにより得られる何らかの見返り

が学習動機となる。それに対し、自己実現を

目指す健康な高齢者が学習する目的は、学習

そのものを楽しむことである場合が多い[7]。

高齢者は、日周運動や天体の季節変化など、

天文学の基礎的知識については経験上既に身

につけており、知識の習得よりは知的好奇心

の刺激や思考の多角化を望むことが示されて

いる[14]。そのため、高齢者学習では、特定の

スキルを身につけてもらうよりも、学習活動

自体を楽しんでもらうことを念頭に置いた学

習プログラムを提供する必要がある。このよ

うな状況の下、学習者の知的好奇心を満たし、

多角的な視野をもたらす天文学をはじめとす

る自然科学分野および科学教育も、高齢者学

習に貢献し得るだろう[15]。 
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学習の目的が異なるため、高齢者を対象と

したプログラムではその方法・方略も自ずと

若年層に対するものとは異なったものとなる

だろう。学校教育にありがちな知識の詰め込

み型学習は、高齢者学習の目的に合致しない

可能性が高い。高齢者の学習満足度を高め、

高齢者の QOL向上に貢献していくためには、

高齢者に合った学習テーマ、学習方法を把握

し、提供していく必要がある。 

 

2.2 高齢者の身体的特徴 

高齢になると健康で学習意欲が旺盛といえ

ども、身体的な衰えは避け得ない。視覚、聴

覚、筋力、短期記憶力の低下などはその代表

的なものである。このような違いのため、若

い世代の学習者に有効とされている方法をそ

のまま高齢者に当てはめることは得策ではな

い。教育プログラム提供側としては、これら

の衰えも考慮に入れて若年層とは異なる視点

から教育方法をデザインするとともに、安全

面にも特段の配慮が必要となる。 

高齢者の抱える身体的な衰えの代表として、

視覚の衰えが挙げられる。高齢になるにつれ、

人間の目は解像度・集光力ともに衰え、細か

い字が読めなくなったり、淡いコントラスト

の違いを認識できなくなったりする[16,17]。

具体的には、高齢者の文字分解能は明るい場

所では健常者の 1/2 にまで悪化し、暗所では

さらに悪化する[16]。図 1 に高齢者の生活視

力を示す。高齢者を対象とした場面ではこの

ような視力の悪化を考慮に入れ、スライド資

料や配布資料のフォントサイズや色使いにも

留意する必要がある。 

また、高齢者は色の認識が上手くいかなく

なる場合があることも知られている。とくに

青い色の認識が難しくなると言われている。

短時間フラッシュカードを提示したのち、カ

ードの色を答えてもらう実験によれば、高齢

者であっても赤系統の色はほぼ間違いなく解

答することができる一方、青系統の色では誤

答や解答できない率が大幅に高くなることが

示されている[16,17]。天文学では星の色から

星の表面温度や年齢などの情報を得る場面が

多い。観望会やプラネタリウム投影では、こ

れら星の色を元に説明を行う場面もあるが、

高齢者はとくに暗所で色の識別が難しくなる

場合があることを念頭に置いておく必要があ

るだろう。 

視覚と並んで加齢とともに衰える機能とし

て、聴覚も問題となる場合が多い。加齢とと

もに高周波の音波（いわゆるモスキート音）

が認識できなくなることは周知の事実である

が、人間の会話で用いられる周波数帯の音波

においては、高齢になっても感受性は大きく

は変化しないことがわかっている。一方、高

齢者はノイズのある環境で必要な情報を拾う

ことが難しく、発話内容の認識が困難となる

ことが知られている[17]。従って、高齢者に

対しては、ノイズの少ない環境で明瞭に話し

かけることが重要となり、時には口の動きや

音声以外の方法での情報伝達を併用する必要

がある。後述するが、これはプラネタリウム

や夜間の観望会のような環境での学習を難し

くする要素となる可能性がある。 

視覚、聴覚に加えてさらに足腰の筋力の衰

えにより、高齢者の転倒事故の危険性は若年

層よりはるかに高い。実験によれば、60 歳以

上の健常者は、60 歳未満の健常者に比べ、平

坦性の悪化や路面の段差に対し、より体感評

価が悪くなる傾向が示されている。高齢者を

受け入れる施設では法令で定められた数値

（例えばタイル舗装であればタイル間の段差

が 5mm 以内など）よりも厳しい基準で平坦

な通路を確保することが推奨されている[18]。 

視覚、聴覚の衰えなどのハンディキャップ

が存在する一方、高齢者はその豊富な経験を

基に、何かを評価したり鑑賞したりする能力

については若年層よりも秀でているとも言わ
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れる[3,6]。従って、高齢者にとっては、より

効果的な学習方法が考えられる可能性もある。

そこで、高齢者学習において適切な方法を探

るべく、本研究ではとくに天文学の学習に注

目しての調査を行った。  

 

3. 高齢者の好む学習方法 

天文学は高齢者も含めて、一般的に人気の

高い学問領域である[8,15]。高齢者は天文学

の学習により知的好奇心を刺激し、学習自体

を楽しむことができるだろう。また、天文教

育分野では、天体観望やプラネタリウム投影、

美しい天体画像を用いた STEAM 教育など、

学習者の理解を助けるために様々な教材が利

用される分野でもある。近年では AR や VR

などの先進的教育工学的教材の利用も進めら

れている。このような学習目的に応じて多様

な教材や方法を用いた学習方法を採ることは、

学習者の関心を集め、学習効果を高める上で

効果的である[9,10]。 

教育実施者側としては、これらの効果的な

学習方法を高齢者にも適用できると考える場

合も多いかも知れない。しかし、高齢者はよ

り若い世代と学習目的も身体的特性も異なる

ため、若い世代に対して有効な学習方法や教

材が、高齢者にとっても適切であるという保

証はない。また、高齢者は学習そのものに楽

しみを求める傾向にあることが指摘されてお

り[7,14,15]、学習を通して満足感や知的好奇

心の充足を得てもらうことが、高齢者向け教

育の大きな目標となる[19]。そこで、適切な

学習テーマの選定と並び、高齢学習者がどの

ような学習手法・教材を好ましいと感じるか

を把握することが重要となる。 

高齢者が好む天文学の学習方法を調査する

ため、高齢者大学[3]の一つである O 市シニア

大学で 2022年度に開講した天文学講座にて、

様々な教材・学習方法を用いた授業を実践し、

講座終了後にアンケート調査を行った。受講

者数は 60 歳以上の 33 人で、5 回の講座の中

で、「プラネタリム見学」、「星の進化の理解の

ための HR 図の作成実習」「星座の 3 次元立

体模型製作」、「三角測量による距離測定演習」、

「天体表示ソフト Mitaka を用いた 3 次元疑

似宇宙旅行の実演」を行った。講座終了後に

アンケートを配布し、23 名の参加者から郵送

により回答を得た。 

アンケートは 8 つの設問からなる。設問 1

～4 では、回答者の年齢（5 歳刻み）、性別、

講座参加回数、他の受講講座を問うた。設問

5 では講座を受講したきっかけや理由を選択

式で問うた（18 項目、複数回答可）。設問 6

では講座で実施した学習方法に関し、好まし

いか否かを、「4：大変好ましい」、「3：好まし

い」、「2：あまり好まない」、「1：好まない」

の 4 件法で問うた。設問 7 では、今後天文学

の講座を再受講するならば、どのような学習

方法があることが好ましいかを、選択肢から

選んでもらう形で問うた（18 項目、複数回答

可）。ここでは主に設問 6 と設問 7 について

結果を紹介する。設問 6 と設問 7 については

巻末資料として実際の設問を示す。 

 

 

図 1 若年層（25～34 歳）と高齢者（75 歳以

上）の生活視力（日常生活と同様の条件にお

ける視力）の違い。明所で若年層の識別でき

る文字サイズを 1 とした際の、各状況におけ

る識別可能サイズをカッコ内の数値に示すと

ともに、「見える」の大きさで表す。明所は

1000 lx（晴れた屋外）、暗所は 10 lx（薄暗

い屋内）程度。 
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4. 結果と検討 

回答者は男性 15 人、女性 8 人であり、70

代が 16 人で最多あり、4 人の 80 代の方から

もご回答頂いた。14 人が 2 回以上の講座受講

者であった。回答数は決して多くはないが、

本研究では高齢学習者に実際に様々な学習方

法を実践してもらった上での調査である点に

意味があり、簡便な大規模調査ではつかめな

い、実体験に基づく意見を収集できたと考え

ている。ここでは主に設問 5 以降の結果を概

観する。 

設問 5 の結果として、講座の受講理由は「興

味がある」が 96%（22/23）で圧倒的に多く、

「教養を身につけたい」と「TV などで興味を

持った」が 65% （15/23）で続く。「安い」か

らとの回答も 57%（13/23）あった。一方「誘

われて」「なんとなく」という人はいずれも 2

人以下と少なく、高齢者は主体的に学習内容

を決めていることがわかる。これは高齢者向

け生涯学習についての近年の調査と似た傾向

である[15,20]。古典的な高齢者教育研究にお

いては、高齢者の学習ニーズは「衰えへの備

え」「人間関係の維持と再構築」などにあると

考えられてきたこともあったが[3]、現代の健

康な高齢者に関しては状況が変わっているこ

とが見て取れる。  

 

図2 学習方法の好ましさ（設問6）について

の結果。4件法の選択肢のうち「好ましくない」

との回答はゼロだったので除外している。グ

ラフ右の数値は4件法での平均を示す。 

 

設問 6 の結果を図 2 に示す。ほとんどの回

答者が多くの項目に「大変好ましい」または

「好ましい」と回答した。回答を 4 点（大変

好ましい）から 1 点（好ましくない）で数値

化した際に、最も平均スコアが高かったのは

「講師による講義」（3.77）であり、次いで「プ

ラネタリウム見学」「星座の 3 次元模型作成」

「HR 図の作成」（3.57）が続く。しかし、プ

ラネタリウムは平均値こそ高いものの、「好ま

ない」と回答した回答者も 2 名おり、自由記

述欄に「耳が遠いため解説が聞き取れずつら

い」という意見も見られた。「三角測量」「本

等による自習」は「大変好ましい」の回答が

7 人と 5 人と少ないが、平均点は全項目が 4

点中 3.26～3.77 の間であり、大きな違いは見

られなかった。 

今後行いたい学習方法について問うた設問

7 の結果を図 3 に示す。「従来通りの講義形

式」を選択した回答者が約 8 割と最も多く、

「簡単な実験や測定」「科学館見学」「昼間の

天体観望会」なども過半数が選択した。一方、

「他の参加者との対話」「自由研究」「発表を

伴う学習」などのコミュニケーションを伴う

活動や、能動的・自発的な学習方法の回答は

少なく、たとえ対話の相手が講師であっても

好ましいと回答する人は少なかった。「インタ

ーネット」や「PC やスマホアプリ」を使う学

習も選択する回答者は多くなかった。自由記

述において、 PC 利用の難しさに触れる記述

があったことを付記する。 

高齢者の IT 利用に関しては、教育分野の

みならず、一般社会においてもその利用状況

が注目を集めている。令和 3 年版の情報通信

白書によれば、18～29 歳ではスマートフォン

やタブレットの利用率が 98.7%となっている

のに対し、70 歳以上では 40.8%に留まるとの

調査結果が示されており、いわゆるデジタル

デバイドの問題について触れられている。高

齢者がデジタル機器を利用しない理由として
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は、70 歳以上においては「自分の生活には必

要ないと思っているから」（52.3％）、「どのよ

うに使えばよいかわからないから」（42.4％）、

「必要があれば家族に任せればよいと思って

いるから」（39.7％）の順に多くなっている。

このように、IT 機器に対する必要性を感じて

いない高齢者は一定数存在している[21]。 

一方で IT 機器の利用に難しさを感じる高

齢者も少なくない。石本ら(2006)は IT 機器を

うまく使いこなせない要因を因子分析した結

果として、高齢者の注意力の衰えを第一に挙

げている[22]。しかし、現在の 50 代からは仕

事や教育において IT 機器を活用してきた世

代となり、今後は IT 機器の利用に慣れ親し

んだ高齢者の割合は増えていくだろう。 

近年ではインターネットおよびソーシャル

メディアを通じた情報拡散が進んでおり、学

習機会を得る上でも IT 機器への習熟の必要

性が高まっている。IT 熟達度の高い高齢者ほ

ど、自ら学習活動の入り口にたどり着く可能

性が高く、学習活動を通して生活の質的向上

につなげられることも予想される[23]。逆に

IT 熟達度の低い高齢者へのアプローチを考

えていくことも必要となるだろう。 

一方で、若年層教育においてはピアインス

トラクションや指導者との対話など、コミュ

ニケーションを通じての学習は学習者の学習

能力向上に有効であることが示されている

[24]。何らかの能力向上が目的であるならば、

高齢者にもこれらの学習方法が有効かも知れ

ない。しかし、高齢者学習では、能力向上は

学習の主目的ではなく、興味ある内容を楽し

み、知識や視野を拡大することが望まれてい

る[15,20]。従って、「学習効果が高い」という

理由だけから高齢者向けの学習方法・方略を

選択することには疑問が生じる。若い世代に

有効とされる教育研究からの先入観を一旦白

紙に戻し、高齢者のニーズにあった方法を取

り入れることも、高齢者学習の満足度を高め

る上で必要かもしれない。 

さらに、実際に学習した感想を問うた設問

6 では「プラネタリウム」が高評価であった

が、設問 7 で今後行いたい学習を問うと、「プ

ラネタリウム」の人気は高くなかった。これ

は BGM（ノイズ）中での発話の聞き取りが難

しい、暗所での色の識別が難しいなどの高齢

者の視聴覚的な問題が関連する可能性もあり、

今後継続した検討が必要である[17]。逆に「講

義形式」の学習は、満足度が高い上に、将来

的にも継続して学習したい方法としてのスコ

アも高かった。学習経験からの感想だけでな

く、将来的な学習志向にも適合する学習方法

こそが真に高齢者の好む手法と考えられるだ

ろう。今回の調査では、各学習方法を最低一

回は体験してもらっての調査であったが、繰

り返し学習する中で志向も変化する可能性も

ある。今後、より広範かつ継続的な調査が必

要である。 

 

 

図3 今後行いたい学習方法（設問7）の結

果。棒グラフは男女別（男性15人、女性8

人）の回答率を示し、全体の回答率を数値

（100分率）で示す。 
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設問 7 については結果に男女差が見られた

（図 3 参照）[25]。チェックを入れた数は女

性が平均 8.5 個に対し、男性は 5.3 個であり、

女性の方が積極的に様々な学習に取り組みた

いと考えていることが伺われる。とくに「簡

単な工作」「科学館見学」での学習を行いたい

と回答した女性の割合は、男性の倍以上で、

顕著な差が見られた。男性が今後取り組みた

いと答えた学習方法のうち、回答率が 50%を

超えていたものは「講義」と「実験測定」の

2 つのみであった。 

サンプル数は少ないものの、75 歳以上では

設問７で選ぶ選択肢数が若干数の人と 10 個

以上の人にわかれた。75 歳以上の後期高齢者

では、加齢による視覚や聴覚が低下する人の

割合が多くなるが[16]、それに伴い学習動機

にも変化が現れる可能性も考えらえる。年代

や世代、男女差、学校で受けてきた学習方法

による傾向の違いは今後の調査で明らかにし

ていくべき課題である。 

設問 6 で「好ましい」と答えた回答者のう

ち、どれほどが設問 7 で次回以降の学習を期

待しているか、大まかな傾向を掴むため、設

問 6 の結果を因子分析して集約を行った。結

果を表 1 に示す。第 1 因子（信頼性係数 α 

= .89；平均値 M = 3.26）は「作業を伴う学

習」とまとめることができる。第 2 因子（α 

= .71；M = 2.98）は「副教材を用いた学習」

と呼べるだろう。第 3 因子（α = .43；M = 2.28）

は「講義中心の学習」と呼ぶことにする。 

因子ごとの合成変数（平均値）を算出し、

設問7をダミー変数として、相関を取ると、

次のような傾向が見られた。設問6で「作業

を伴う学習」を好ましいと感じた人は、設問

7で「簡単な工作」や「簡単な実験や測定」

を選んでいる傾向が見られた（相関係数は順

にr = .50、r = .39）。設問6で「副教材を用

いた学習」を好ましいと感じた人は、設問7

で「夜間の星空観望会」を選ぶ傾向があり、

反対に「昼間の天体観測会」を選ばない傾向

が見られた（相関係数は順にr = .30、r = 

−.35）。設問6で「講義中心の学習」を好ま

しいと感じた人は、設問7で「インターネッ

ト利用」を選ぶ傾向があり、「星座、神話や

星占い」を選ばない傾向が見られた（相関係

数は順にr = .36、r = −.31）。十分なサンプ

ル数でないため、上記のほとんどは統計的に

有意にはならなかったが、それぞれ身体的な

制約や学びに対する価値観等が反映されなが

ら、「今後行いたい学習」の方法に影響が及

んでいく可能性を示唆している。 

今回の調査は小規模な集団に対しての一回

のみの調査であった。従って、結果が必ずし

も高齢者全体を表すわけではないが、得られ

た結果は高齢者向け天文教育方法に関して示

唆に富むものであった。今後は規模を拡大す

るとともに、男女差、年代差、継続性に着目

する必要性が課題として残る。実際に学習方

法を試してみての調査という都合上、調査規

模を拡大するためには、何らかの工夫を検討

する必要があるだろう。 

 

表1 パターン行列 

Kaiser の正規化を伴うプロマックス回転を

用い、主因子法で因子を抽出した。 

 因子 1 因子 2 因子 3 

三角測量 .966 .037 -.027 

質疑応答 .825 .131 .110 

HR 図作成 .802 -.083 -.117 

星座模型 -.064 .956 .082 

本/web/TV 等 .264 .553 -.106 

講義 -.019 -.092 .615 

Mitaka .269 -.114 .485 

プラネ見学 .213 -.228 -.394 

 

今回、傾向としてプラネタリウムをはじめ

とする特別な機材や環境を用意するよりも、

実際には講師による講義形式の学習方法や、
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簡単な実験・工作など、教室レベルで実施可

能な方法が高齢者から支持されている傾向も

明らかとなった。このような傾向は若年層と

は必ずしも一致せず、高齢者教育に携わる教

育者側としては留意が必要となるだろう

[11,12]。今後、学習を続ける高齢者と教育

者側双方の意見を聞きつつ、高齢者教育・学

習に適した学習方法を明らかにしていく必要

があると考えられる。 

 

5. まとめと結論 

本稿では高齢者に対する天文教育の方法に

ついて、小規模な調査結果を交えての問題提

起を行った。今回の調査は回答数の少ない探

索的な調査であるものの、大まかな傾向を捉

えることができた。すなわち、より若い世代

に効果がある学習方法が、高齢者にとって好

ましいとは限らず、また、行いたい学習方法

に男女差がある可能性がある。さらに、実際

の学習経験を経ての感想として高評価だった

学習方法が、継続して学んでいくための学習

方法として好まれるとは限らない。 

本研究では、実際に様々な学習方法を体験

した後の高齢学習者を対象としたアンケート

調査を実施した。そのことにより先入観や偏

見のない、学習方法に対する率直な回答を得

られたと考えている。結果として観望会やプ

ラネタリウム見学、PCやネットを利用しての

学習は高齢者にさほど好まれないことがわか

った。ここでは調査していないがARやVRな

どを用いた最新の視聴覚教材も、高齢者に受

容されるかは注意が必要である。ただし、本

調査は天文学の講座を好んで受講した高齢者

のみを対象としていることから、一般化する

には広範な調査が必要である。 

教育実施者側はスマホアプリやプラネタリ

ウム、AR/VR教材など、視聴覚を最大限に活

用する学習教材を利用することが効果的と考

えがちである。実際、若年層に対する教育で

は、これらの最新教材は宇宙についての理解

促進に効果的である場合も多い。しかし、高

齢者教育では、理解促進よりも参加者の満足

度向上が大きな目標となる。また、高齢者は

若い世代に比較して、視覚や聴覚が低下して

いるという身体的特性がある。特に視覚は、

星の色の区別や順応速度に機能低下が起こる

ため、プラネタリウムをはじめとする視聴覚

教材が、必ずしもベストの選択肢ではない場

合が考えられる[16,26]。加えて筋力の衰えの

ある高齢者に対しては、学習の場における段

差を減らし、手すりを付けるなどの配慮や、

接し方に関しても特別な配慮が必要な場合も

ある[27]。今回のアンケート調査では、様々

な教材を用いた先進的な学習方法よりも、む

しろ従来型の講義形式や、実験を通した学習

などが好まれることがわかった。しかし、こ

れは真に高齢者に適した学習方法を選択肢と

して提供できていないだけかも知れない。教

育実施者側は、高齢者のニーズを組んでの教

育プログラム策定を心がけていく必要がある。 

 本研究では高齢者の天文学習の特徴、とく

に若年層の学習との違いを明確化することで、

高齢者に対する天文教育の方法についての問

題提起を行った。調査手法が確立されたこと

から、今後、サンプル数を増やして研究を続

けることが重要であるとともに、高齢者教育

に携わる実施者への情報提供が重要となるで

あろう。  

 

査読者からは建設的で示唆に富んだコメン

トを頂いた。本研究は文部科学省科学研究費

（21K02913）による支援を受けている。 
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資料 調査における設問６と設問７（レイアウト等は実際の調査とは異なる） 

 
設問 6： 

今年度の講座では，座学に限らず，手を動かしてのワークショップや PC 利用，プラネタリウム見学など，色々

な学習方法を試みてきました．以下に示す学習方法に関して，お考えをお答えください．（最もあてはまるもの

に〇印をつけてください） 

■講師による講義（プロジェクタ投影とともに講師が行う解説） 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■星座の 3 次元模型作成実習 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■HR 図の作成実習 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■教室内での三角測量の例示 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■天体表示ソフトを用いた宇宙空間の 3 次元疑似旅行 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■プラネタリウム見学 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■講義後の質疑応答（講師との対話） 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

■自分自身で本・インターネット・テレビ番組・新聞雑誌等を通じた自学自習 

・大変好ましい  ・好ましい  ・あまり好まない  ・好まない  ・学習せず/印象に残らず 

 

設問 7： 

来年度以降，もしも天文学の講座を再受講されるとするならば，どのような学習方法があるとよいとお考えで

すか．あてはまる項目全てにチェック（☑）を入れてください． 

□従来通りの講義形式による学習   □簡単な工作を通しての学習 

□簡単な実験や測定などの作業を通しての学習   □PC ソフトやスマホアプリを使った学習 

□インターネットに接続しての学習  □講師との対話（サイエンスカフェなど） 

□他の参加者との対話  □プラネタリウム見学  □科学館等見学  □夜間の星空観望会 

□昼間の天体観望会（太陽・月・惑星など）  □担当講師以外のゲスト講師を招いての講演会  

□書籍/新聞/雑誌などの資料を読んでの学習  □テレビ/映画などの映像資料を見ての学習 

□天文学に関する物語や古文書を読むことを通しての学習  

□星座にまつわる神話や星占いなどを通しての学習  □参加者自身が何かを発表し合う学習 

□参加者自身が何かを調べてまとめる，「自由研究」のような学習  □その他 

 

 

 


